
在宅復帰を重視した切れ目のない医療を提供 
1988年に整形外科の病院として開院した「たま日吉台病院」。当時は小田急線沿線に住宅地ができあがっていく
途中で病院も少なかったことから、同院は川崎市北部の地域医療を支える存在となることを期待されていた。そ
こから35年以上地域の声に応え続けてきた同院は現在、内科を中心に、整形外科、泌尿器科などの患者を受け入
れ、急性期病棟と療養病棟、地域包括ケア病棟を持つケアミックス型の病院として、地域の基幹病院と診療所を
つなぐ役割を担っている。また、訪問診療や予防医療にも注力し、外来を入り口に、入院、退院後のフォロー、
在宅まで、一人の患者の一生涯を切れ目なくサポートすることをめざしている。2025年6月に病院⾧になった渡辺
みどり先生は、地元育ちで、近隣にある聖マリアンナ医科大学の出身。専門の睡眠時無呼吸症候群では大学病院
レベルの治療を提供している。地域への並々ならぬ思いを持つ渡辺病院⾧に、高齢者の多い町として知られる麻
生区で取り組む地域密着の医療について聞いた。（取材日2025年9月11日） 






